
パブリックコメント手続の実施結果について 

 

１ 案件名 

  平塚市都市農業振興基本計画（素案） 

 

２ 案件の概要 

 平成 27年 4月に、都市農業の安定的な継続を図るとともに、都市農業の有する機能の適切かつ十分な

発揮を通じて良好な都市環境の形成に資することを目的として、都市農業振興基本法（以下「基本法」と

いう。）が施行され、平成 28年 5月に、基本法第 9条に基づく国の都市農業振興基本計画が策定されま

した。 

さらに、県では神奈川県都市農業推進条例に基づき、かながわ農業活性化指針を平成 29年 3月に改訂

し、地方計画として位置付けました。 

本市においても、都市近郊の立地をいかした都市農業の活性化を図るため、基本法第 10条に基づく地

方計画として、平塚市都市農業振興基本計画を策定するものです。 

 

３ 募集概要 

（１）意見の募集期間 

平成３０年１１月２日（金）～平成３０年１２月３日（月） 

（２）意見の提出方法 

持参、郵送、ＦＡＸ、電子メール 

 

４ 実施結果 

（１）提出意見数 

個人から ２ 人 １２ 件 

団体から － 団体 － 件 

合計 ２ 人 １２ 件 

（２）意見内訳 

項目 件数 (件) 

施策１ 担い手の確保・育成と持続可能な都市農業の推進 ３ 

施策２ 消費者ニーズに応える農産物の生産と地産地消の推進 ４ 

施策３ 生産環境保全と多面的機能の活用 ４ 

その他 １ 

合計 １２ 

（３）意見への対応区分 

項目 説明 件数 (件) 

ア：反映 意見を受けて計画案等を修正したもの － 

イ：反映済み 既に計画案等に記載されているもの又は既に対応しているもの ５ 

ウ：参考 取組を推進する上で参考とするもの ５ 

エ：その他 意見募集の範囲と異なるもの、反映が困難なもの、質問など ２ 

合計 １２ 



 

５ 意見対応表 

番

号 
項目 市民意見の概要 市の考え方 

対応 

区分 

１ 

施策１ 

担い手の確

保・育成と

持続可能な

都市農業の

推進 

「第２章：都市農業の現状と課題」「２ 

担い手の現状 」「（５）農業後継者」

で、半数以上の農家において後継者がい

ない状況と紹介されています。担い手の

確保・育成の方策として後継者の育成や

承継の支援といった方法も考えられま

すが、こういった取り組みも検討されて

いるのでしょうか？ 

施策１－１「担い手の確保・育成」の箇所は、

後継者対策も含めた内容としています。 

イ 

反映済み 

２ 農業者の育成 

農業高校の生徒と元サラリーマンとの

交流 

今後の担い手対策等の参考とさせていただき

ます。 
ウ 

参考 

３ 建設業者等はビルベリー/ブルーベリー

栽培事業者等への転身 

法人参入の一つの形態として、参考にさせて

いただきます。 

ウ 

参考 

４ 

施策２ 

消費者ニー

ズに応える

農産物の生

産と地産地

消の推進 

農薬使用の削減が必要 施策２－１－（１）「安心・安全な農産物の生

産」において、取組方針を記載しています。 

イ 

反映済み 

５ 外食チェーン店と平塚の“はるみ”生産

者との生産契約 

施策２－１－（２）「実需者ニーズに応える農

産物の生産」において、個別具体な業種や農

産物の記載はありませんが、マーケット・イ

ンの発想に基づく生産の促進を記載していま

す。 

イ 

反映済み 

６ 松たけの生産 多種多様な農産物の生産において、参考とさ

せていただきます。 

ウ 

参考 

７ 昆虫産業の育成 多種多様な農産物の生産の一例として、参考

とさせていただきます。 

ウ 

参考 

８ 
 

 

 

 

施策３ 

生産環境保

全と多面的

機能の活用 

 

 

 

 

耕作放棄地の解消にどの程度の重点が

置かれているのか掴めなかったのです

が、目標などあれば教えてください。 

耕作放棄地対策として、本計画の上位計画で

ある平塚市総合計画～ひらつかＮＥＸＴ～で

は、毎年度３ｈａの農地利用集積を目標とし、

発生防止を図っています。また、耕作放棄地

の解消は、農業委員会における重点的な取組

事項として位置付けており、毎年行っている

点検評価を踏まえ、翌年度の耕作放棄地解消

面積の目標を設定しています。（平成３０年度

は１ｈａの目標値） 

エ 

その他 

９ 畑・田んぼにゴミを捨てぬように、キャ

ンペーンが必要 

施策３－２－（２）「多面的な機能の発揮」に

おいて、地域の美化運動などを通じた景観維

持について記載しています。 

イ 

反映済み 



 

10 施策３ 

生産環境保

全と多面的

機能の活用 

鳥獣被害については、大型犬や牛を活用 今後、鳥獣被害対策を推進するに当たり、参

考とさせていただきます。 

ウ 

参考 

11 ＣＯ２の削減 農地が有する多面的機能を維持・発揮するこ

とで、ＣＯ２の削減につながると考えていま

す。 

イ 

反映済み 

12 その他 竹を相模川の川岸で栽培して燃料材料

にする 

本計画において、反映が困難なものです。 エ 

その他 

 

 

＜お問い合わせ先＞ 

平塚市産業振興部農水産課 

                      電   話：０４６３－３５－８１０２ 

                      電子メール：nosan@city.hiratsuka.kanagawa.jp 


